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11/5　本所会議室第 7回理事会

平
成
二
十
四
年
上
期
監
査
資
料
を
提
出

二
　
牛
乳
の
市
況
取
引
価
格
の

　
　
現
状
と
今
後
の
対
処
方
針

▼
牛
乳
価
格
に
お
い
て
、
市
場
で
の
牛
乳
の

不
当
乱
廉
売
を
疑
う
実
態
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
対
処
方
針
と
し
て
、
広
島
県
酪
農

政
治
連
盟
、
中
国
管
内
の
酪
農
政
治
連
盟
、

関
係
機
関
等
と
連
携
し
て
理
解
醸
成
活
動

に
あ
た
る
取
り
組
み
を
決
定
し
た
。

■
報
告
事
項

①　

子
会
社
「
山
陽
乳
業（
株
）」の
経
営
状
況

②　

�
平
成
二
十
四
年
度
生
乳
計
画
生
産
の

進
捗
状
況

③　

�

平
成
二
十
四
年
度
乳
質
ペ
ナ
ル
テ
ィ

の
進
捗
状
況

④　

�

中
国
生
乳
販
連
傘
下
会
員
の
乳
質
・
乳

成
分
状
況

⑤　

�

生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
へ

の
記
帳
等
の
状
況

⑥　

3
Ｍ
事
業
24
の
取
り
組
み
状
況

⑦　

�

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
事
業
円
滑
化
推
進
委

員
会
の
審
議
経
過

⑧　

リ
ー
ス
事
業
の
事
務
取
り
次
ぎ

⑨　

個
人
情
報
の
不
適
切
な
取
り
扱
い

⑩　

今
後
の
会
議
日
程
等

⑪　

監
査
手
帳
の
配
布

　

理
事
十
二
名
、
監
事
四
名
の
出

席
の
も
と
、
協
議
事
項
を
審
議
し

可
決
承
認
し
た
。

　

主
な
協
議
内
容
並
び
に
結
果
は

次
の
と
お
り
。

一
　
平
成
二
十
四
年
度
上
期

　
　
仮
決
算
状
況
と

　
　
決
算
資
料
の
監
事
へ
の
提
出

▼
平
成
二
十
四
年
度
上
期
の
業
務

執
行
状
況
と
仮
決
算
状
況
を
ま
と

め
た
「
平
成
二
十
四
年
度
上
期
業
務

報
告
書
」の
監
事
会
へ
の
提
出
を
決

定
し
た
。

○
今
月
の
表
紙
　　

▼
今
月
号
表
紙
の
写
真
は
、
十
一
月
十
日

の
地
元
の
秋
祭
り
に
行
わ
れ
た
神
楽
に

カ
メ
ラ
を
向
け
シ
ョ
ッ
ト
し
た
も
の
で

す
。

▼
安
芸
高
田
市
美
土
里
町
に
隣
接
す
る
島

根
県
の
「
美
穂
神
楽
団
」に
よ
る
「
悪
狐

伝
」の
一
コ
マ
で
す
。

▼
皆
さ
ん
、
改
め
て
、
広
島
県
内
の
芸
術
・

風
土
・
文
化
伝
承
と
云
え
ば
何
を
思
い

起
こ
さ
れ
ま
す
か
？

▼
各
位
そ
れ
ぞ
れ
思
い
描
か
れ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

▼
秋
祭
り
に
か
か
せ
な
い
神
楽
は
、
古
く

か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
太
鼓
、
笛
、
鐘
、
歌
の
軽
快
な
囃
子（
は

や
し
）に
の
せ
て
、
滑
稽
に
物
語
が
演

じ
ら
れ
、
観
衆
を
魅
了
し
、
県
内
に
お

い
て
は
、
年
間
を
通
じ
て
神
楽
の
共
演

又
は
競
演
大
会
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

▼
神
楽
は
各
神
楽
団
に
よ
っ
て
、
演
出

に
独
自
の
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
多
く
の

フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

▼
神
楽
は
、
旧
舞
神
楽
、
新
舞
神
楽
が
あ

り
、
新
舞
神
楽
は
旧
舞
神
楽
を
改
良
発

展
さ
せ
た
も
の
と
聞
き
ま
し
た
。

▼
旧
舞
神
楽
が
ゆ
っ
た
り
と
し
、口
上（
せ

り
ふ
）に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

▼
一
方
、
新
舞
神
楽
は
、
き
ら
び
や
か
な

衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
る
立
ち
回
り
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

▼
華
や
か
な
舞
の
裏
で
は
、
神
楽
団
の
団

員
確
保
に
悩
み
つ
つ
、
芸
能
文
化
を
伝

承
す
る
こ
と
の
苦
労
話
も
聞
き
ま
す
。

▼
「
好
き
こ
そ
、
も
の
の
上
手
な
れ
」と

の
言
葉
も
あ
り
ま
す
が
、
神
楽
団
は

様
々
な
職
業
を
持
つ
団
員
で
構
成
さ

れ
、
毎
週
二
回
の
練
習
、
週
末
に
は
各

地
の
お
祭
り
、
大
会
等
へ
の
参
加
と
多

忙
な
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
家
族
、
周
囲
関
係
者
の
裏
方
と
し
て
の

支
え
も
相
当
な
も
の
と
感
じ
ま
す
。

▼
神
楽
団
の
演
目
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、
そ

の
ア
ン
グ
ル
か
ら
神
楽
団
皆
さ
ん
の
努

力
に
敬
意
と
尊
敬
の
念
を
感
じ
ま
し

た
。

▼
「
好
き
こ
そ
、
も
の
の
上
手
な
れ
」の

裏
側
で
様
々
な
人
間
模
様
を
想
像
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

▼
今
後
と
も
、
神
楽
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
続

け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
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同
牧
場
は
、
十
五
年
間
つ
づ
け
て
地
元
の

中
学
生
を
受
け
入
れ
、
五
日
間
に
亘
る
牧
場

体
験
学
習
や
、
小
学
生
を
受
け
入
れ
て
の
牧

場
見
学
や
バ
タ
ー
作
り
体
験
な
ど
、
様
々
な

視
点
に
た
っ
て
子
供
達
と
接
し
、
酪
農（
仕

事
）の
『
厳
し
さ
』や
『
楽
し
さ
』、
そ
し
て
、

動
物
に
対
す
る
生
命
の
大
切
さ
を
伝
え
て
こ

ら
れ
た
。

　

こ
の
地
道
な
活
動
は
、「
栄
養
価
の
あ
る

牛
乳
を
飲
ん
で
健
康
に
な
っ
て
ほ
し
い
」「
酪

農
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
貰
い
た
い
」と

の
強
い
思
い
か
ら
、
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
の

制
度
立
ち
上
げ
以
前
か
ら
自
発
的
に
続
け
ら

れ
て
お
り
、
先
陣
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

同
牧
場
の
眞
智
子
さ
ん
は
、「
牧
場
体
験

に
来
た
子
ど
も
の
中
に
も
、
最
初
は
牛
を
怖

が
っ
て
近
づ
け
な
い
子
ど
も
も
い
る
が
、
二

〜
三
日
経
つ
に
連
れ
て
、
可
愛
い
と
撫
で

る
姿
を
目
に
し
、
ま
た
朝
が
早
い
こ
と
か

ら
、
最
初
は
眠
た
そ
う
に
牧
場
へ
や
っ
て
来

る
子
ど
も
達
も
、
日
に
日
に
元
気
な
声
で
挨

拶
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
」と
話
し
、
牧
場
体
験
を
終
え
た

子
ど
も
達
の
手
紙
を
見
る
と
「
牛
乳
が
飲
め

る
な
ん
て
『
当
た
り
前
』と
思
っ
て
い
た
が
、

体
験
学
習
を
し
て
い
く
内
に
牛
乳
が
飲
め
る

こ
と
や
、
牛
乳
が
食
べ
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝

を
し
よ
う
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」、

「
こ
れ
か
ら
は
、
今
ま
で
以
上
に
食
事
を
す

る
時
に
感
謝
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
持
と
う

と
思
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え

て
下
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
の
感
謝
の
言
葉
が
綴
ら
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
牧
場
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
多
く
の
子

供
た
ち
が
食
や
命
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
実
感
し
て
く
れ
る
こ
と
で
、「
や
っ
て
き

て
良
か
っ
た
」と
、
こ
の
受
賞
を
謙
虚
に
喜

ん
で
お
ら
れ
る
姿
は
大
変
に
印
象
的
で
あ
っ

た
。

　

山
延
牧
場
の
ご
一
家
は「
こ
れ
を
励
み
に
、

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
食
育
を
通
じ
た

酪
農
の
魅
力
を
発
信
し
て
行
き
た
い
」と
抱

負
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
活
動
を

広
酪
も
応
援
し
て
い
き
た
い
。

10/20　県立広島大学広島キャンパス

（
表
彰
状
を
手
に
し
笑
顔
の
眞
智
子
さ
ん
〈
中
〉
と

豊
さ
ん
〈
左
〉
娘
の
伊
久
江
さ
ん
〈
右
〉
親
子
）

（城納一昭副知事から代表で表彰を受ける
山延眞智子さん）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広
島
県
食
育
推
進
功
労
者
表
彰

㈲
山
延
牧
場
が
受
賞

　広島県は「第 1回食育サミット」を開催し、その会場で、食育推進
功労者として、有限会社山延牧場（東広島市志和町）を表彰された。
　この表彰は、食育活動を 10 年以上続け、特に食育活動において
功績が顕著であったと認められる方が対象であり、今回の受賞は農
林水産部門からの受賞であった。

食育
第 1回食育サミット
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第
二
十
六
回
Ｊ
Ａ
広
島
県
大
会

～
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
三
百
七
十
人
が
集
う
～

■
議
案
「
地
域
で
育
み
次
代
へ
つ
な
ぐ

　

農
と
協
同
に
関
す
る
決
議
」を
承
認

■
「
T
P
P
交
渉
参
加
断
固
反
対
と

　

徹
底
し
た
農
政
運
動
の
強
化
」を
特
別
決
議

　

村
上
光
雄
大
会
委
員
長（
広
島
県
農
業
協

同
組
合
中
央
会
会
長
）は
開
会
挨
拶
に
た
ち

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島
の
役
職
員
と
県
内
組

合
員
四
十
一
万
人
の
英
知
を
結
集
し
、
地
域

で
育
み
次
代
へ
つ
な
ぐ
農
と
協
同
を
実
現
し

よ
う
」と
呼
び
か
け
、
大
会
議
案
は
坂
本
和

博
大
会
委
員（
広
島
県
農
業
協
同
組
合
中
央

会
専
務
理
事
）は
、「
今
後
三
年
間
で
の
取
り

組
み
方
向
と
し
て
、
協
同
組
合
の
力
で
農
業

と
地
域
を
豊
か
に
す
る
『
次
代
へ
つ
な
ぐ
協

同
』」を
合
言
葉
に
掲
げ
、
多
様
な
世
代
の
組

合
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
JA
ら
し
い
総
合
力

を
発
揮
し
、
共
助
に
よ
っ
て
課
題
解
決
に
あ

た
り
、
食
と
農
を
基
軸
に
地
域
に
根
ざ
し
た

協
同
組
合
で
あ
る
こ
と
を
基
本
に
す
え
、
大

会
決
議
を
契
機
に
、
協
同
の
力
で
次
代
へ
つ

な
ぐ
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現
と
豊
か
で
く

ら
し
や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
を
明
示
し
て

い
る
。」と
説
明
し
た
。

　

議
案
冊
子
の
五
十
九
頁
～
六
十
頁
に
は

「
酪
農
事
業
」の
記
述
が
あ
り
、
こ
れ
に
は
、

広
酪
の
第
六
次
中
期
三
か
年
計
画
に
掲
げ
る

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
夢
の
実
現
３
Ｓ
』の
も
と
に

取
り
組
む
内
容
を
盛
り
込
ん
で
あ
る
。

 

大
会
議
案
に
つ
い
て
、
JA
広
島
農
青
連
の

山
本
一
守
委
員
長
、
JA
広
島
県
女
性
協
の
松

本
治
美
会
長
が
意
見
表
明
し
た
後
、
満
場
一

致
で
決
議
し
た
。特
別
議
案
と
し
て「
T
P
P

交
渉
参
加
断
固
反
対
と
徹
底
し
た
農
政
運
動

の
強
化
」、
県
民
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て

11/20　広島JAビル

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
広
島
は
、
第
二
十
六

回
Ｊ
Ａ
広
島
県
大
会
を
盛
大
に
開
催
し

た
。
こ
の
大
会
の
委
員
に
は
、
広
酪
の

山
本
武
代
表
理
事
組
合
長
も
こ
れ
に
加

わ
り
、
大
会
議
案
策
定
を
検
討
し
大
会

当
日
を
迎
え
た
。

JA広島県大会

大
会
宣
言
も
採
択
し
、
食
農
教
育
運
動
の
展

開
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
取
り
組
む
こ
と
も

申
し
合
わ
せ
た
。

　

事
例
発
表
と
し
て
、
猪
原
耕
一
氏（
JA
福

山
市
総
務
部
医
療
福
祉
課
課
長
）が
「
身
近

で
親
し
ま
れ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
し
て
」、
滝
口

彰
子
氏（
JA
三
次
営
農
経
済
部
組
合
員
生
活

課
課
長
）が
「
JA
三
次
の
支
店
を
中
心
と
し

た
食
農
教
育
活
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
発
表
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
藻
谷
浩
介
氏（
㈱
日
本
総
合
研

究
所
調
査
部
主
任
研
究
員
）が
「
実
践
。
里

山
資
本
主
義
」と
題
し
て
の
記
念
講
演
が

あ
っ
た
。
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■地域で育み次代へつなぐ農と協同に関する大会決議

　広島県の農業は、中山間地域や島しょ部が主な生産基盤となっている中、担い手の著しい高齢化や
耕作放棄地の拡大など、生産力の低下が懸念される厳しい状況にある。
　また、ＪＡの活動基盤である地域においては、集落機能の維持が困難になるなど、農業や地域の担
い手不足は深刻となっている。
　このような中、これまでの行き過ぎた市場原理主義「ひずみ」が見直される契機となったのが、昨
年３月の東日本大震災と言っても過言ではない。
　震災時あるいは震災後の復興支援を通じて、人や地域で育まれる「絆の尊さ」が見直され、相互扶助、
自主・自立を基本理念とした協同組合の理念がこれからの時代の基軸となることが再認識されている。
　私たちは、この協同組合理念に基づく事業・活動が必要とされる時代と確信し、次世代へ「農と協
同の継承」に向けた取り組みを進めるため、第２６回ＪＡ広島県大会議案として「地域で育み次代へ
つなぐ農と協同」を策定した。
　ＪＡグループ広島は、農業・農村・地域社会を支えるため、組合員をはじめとする利用者、地域住
民、消費者とともに、農業と協同運動を「地域で育み次代へつなぐ」ための取り組みに邁進する。
このため、次に掲げる３つの事項を実践する。
１．組織基盤の拡充強化
１．持続可能な地域農業の実践と総合事業制の発揮
１．将来にわたる経営基盤の充実強化

以上、ＪＡグループ広島の総意として決議する。

■ＴＰＰ交渉参加断固反対と徹底した農政運動の強化に関する特別決議

　東南アジア諸国連合の首脳会議に出席している野田総理は、本日、オバマ米国大統領との会談で、

ＴＰＰ交渉への参加に前のめりな姿勢を示すと懸念されている。十分な議論を尽くすことのないこの

暴挙は、農家組合員のくらしはもとより、国民全体のくらしの基盤そのものをおびやかすことに他な

らず、決して許されるものではない。

　そもそも、例外なき関税撤廃をめざし、米国基準で規制・制度のルール統一をはかるＴＰＰは、国

家の主権をも侵害する危険性のある極めて異質で極端な貿易ルールである。ＴＰＰに参加すれば、我

が国の社会経済システムや農業を壊滅させ、食料安全保障を放棄し、安全・安心な暮らしや医療など

我が国の根幹にかかわる制度を崩壊させることになり、断じて認められない。

　私たちは、これまで全国の仲間たちとの連携はもとより、農林漁業関係者、医療関係者、消費者な

ど県民各層と幅広く連携し、交渉参加に対する徹底した反対運動に取り組んできた。

　今後も、多くの県民の理解と支持を得て、ＴＰＰ交渉参加断念を実現するまで、我々の力を結集し

た最大限の運動を展開し、徹底して闘っていく決意である。

以上、決議する。


